＜2015年度兵庫県ＮＩＥ推進協議会総会＜あいさつ（要約）＞
【杉本健三会長】
８年という長い間、会長の職にありながら大した仕事ができなかったと、心苦しく思っています。にもかかわらず、現場の教師の方々をはじめ各地の教育委員会、それに近年、各新聞に掲載される子ども向け紙面の充実にも助けられ、大過なく過ごせたことに心から感謝しています。また、新会長の秋田久子教授には、長く当協議会の特任アドバイザーとしてお世話になりました。今後は、数々の実績がある新会長のもとで力強いＮＩＥ活動を推進していただけることを心から祈念して、退任のあいさつに代えさせていただきます。
【秋田久子新会長】
本年度から神戸松蔭女子学院大学文学部の教授に就任しましたが、私が新聞を教材にしようとしたのは平成７年でした。県立高校の学年副主任をしていたころ、社会が求める学力と学校が求める学力の間の乖離に気付きました。そこで、私が担当する国語科が中心となって学年全体で新聞を導入しました。以来、20年間、新聞と関わってきましたが、今回、兵庫県ＮＩＥ推進協の会長を引き受けるに当たり、あらためて教育に新聞を入れる意義を考えた結果、次の譲れない大切な２点に思い至りました。一つは、生徒が学習している事柄と社会や暮らしが結びついたとき、高い学習意欲を示す事実で、これはキャリア教育の好例ではないかと思いました。もう一つは、大変な発達を遂げているインターネットには、情報があふれていますが、それを咀嚼・整理して自分のものとしていく「見取り図」が若い人にはありません。そんな迷える若者を導く役割として新聞以外の教材は考えられません。そこで意味を見つけると学習にも役立ち、進路にもつながっていきます。若い人を次代を担うしっかりとした市民に育てていくためには、教育に新聞をさらに取り入れていって、みんなが使ってくださるよう勧めていきたいと思います。
【高井芳朗兵庫県教育長】
現在「ひょうご教育創造プラン」の２年目に入っていますが、去年まいた小さな種が育っています。その取り組みの一つ「生きる力を育む教育」では「学力学習状況調査」の結果、単純な点数だけではなく、「どこでつまずいているか」から「どう教えればいいのか」を模索する取り組みを今年から始めようとしています。「言葉」は、いろいろな活動の基となるため、高校では、国語だけではなく幾つかの教科でも実践し、研究をしています。また今「活字離れ」と言われていますが、悲しいことに１日全く読書をしない高校生が７割ほどもいます。30分読む生徒が１割しかいません。由々しき状態にあります。「受験で忙しいから大変だろう」と思っていたら、スマホは３時間やっているとの実態ですので、時間はあります。とすれば、読書の面白さを知ってもらおうと、今年、教師と生徒が一緒になって県内全高校の「一押し本100冊」を決めてもらうことにしました。これを機に生徒たちが本を手に取るよう導けたらと思っています。
新聞には、社会のさまざまな問題が凝縮されているので、生徒たちが新聞を見て考えて議論をする「アクティブ・ラーニング」の基本形がＮＩＥ活動に詰まっていると感じています。昨年の活動では、小学校は「まず新聞に触れさせること」。中学校では、電波媒体やインターネットなど数ある媒体と比べて「新聞にしかできないことを生かした活動」をしてもらっています。秋田久子新会長が3月まで校長を務めていた県立伊丹高校では、「定点観測」と称して、生徒が選んだテーマに沿って記事を集め、学校で発表する取り組みがありました。こうした活動がさらに発展することを期待します。
【雪村新之助神戸市教育長】
神戸市内の学校での過去の実践をたどると、小学校では、６年生が阪神・淡路大震災と東日本大震災の違いの学習や、１枚の報道写真から津波の怖さを話し合うなど防災教育の資料として活用しています。また５年生の理科では、天気図から翌日の天気を予報したり、朝の会に関心のある新聞記事について感想を述べたり書いたりと、多岐にわたっての活用が見られます。中学校では、環境・防災・平和・福祉などに関する記事を読み、自分の意見・感想を書くという活動を社会科や総合的な学習の一環として取り組みました。国語科では、社説やコラムをノートに写し、要点をまとめる授業にも利用されています。実践校の報告によると、新聞のある学校生活が身近なものになって、教師も生徒も新聞を読む姿が当たり前の風景になっているとのこと。また、児童・生徒は、社会の出来事に関心を強め、家庭でも新聞記事が話題になっているとの報告もあります。
昨年度、第２期神戸市教育振興基本計画を策定し、「教育日本一のまち神戸」を目指していますが、重点事業として「言葉の力」を掲げています。「生きる力」の基礎となる言葉の力の充実を挙げていますが、国語に限らず全ての教科に関係します。単に学力だけではなく、コミュニケーション能力、生きる力、豊かな人間性を培わねばなりません。小学校では、４月から新しい教科書に変わっています。思考力・判断力・表現力を身に付けることを念頭に置いており、幅広く新聞を使った単元が増えているのが特徴となっています。要点を捉える感覚を養う、見出し付け、新聞作り、メディアリテラシーの感性を養う読み比べ、国語・社会・書写を中心に理科・保健体育・家庭・図工などにも新聞を取り入る学習が増えています。このような中で、ＮＩＥの実践活動は、学校や学習の活性化と児童・生徒の興味・関心を深め、豊かな学びに大きな役割を果たす教材になると期待します。
